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経
営
改
革
町
民
会
議
の

意
見
書
で
い
う
Ὶ
協
働

推
進
セ
ン
タ
ῴ
機
能
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
措
置
を
考
え
て
い

る
か
Ί町

長
　﹁
地
方
分
権
に
ふ

さ
わ
し
い
、小
さ
く
て
も

安
全
・
安
心
で
魅
力
あ
ふ
れ
る

町
﹂
を
目
指
す

に
は
、
協
働
推

進
セ
ン
タ
ー
の

充
実
は
不
可
欠

だ
。
勤
労
者
セ

ン
タ
ー
や
﹁
ふ

る
ハ
ー
ト
ホ
ー

ル
﹂
を
拠
点
に
、
町
か
ら
は
副

町
長
を
責
任
者
と
し
て
、
実
践

的
に
活
動
で
き
る
職
員
を
配
置

し
、
推
進
セ
ン
タ
ー
長
に
は
民

間
か
ら
の
登
用
を
含
め
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
支
援

す
る
体
制
を
つ
く
り
た
い
。

物
産
館
の
消
費
者
は
一

義
的
に
は
町
民
と
考
え

る
Ί
地
産
地
消
を
進
め
る
意
味

で
も
Ὶ
町
民
が
買
い
に
行
き
や

す
い
座
り
の
い
い
場
所
Ὶ
具
体

的
に
は
Ὶ
東
毛
広
域
幹
線
道
路

と
藤
岡
・
大
胡
線
が
交
差
す
る

周
辺
あ
た
り
に
設
置
す
べ
き
と

町
長
　
高
速
道
路

へ
の
ア
ク
セ
ス
性

も
よ
く
、
物
流
の
効
率
化

を
図
る
上
で
優
位
な
位
置

に
あ
る
。
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
広

く
事
業
者
へ
お
知
ら
せ
し

た
い
。

経営改革会議の意見
書への対応を問う

石川 眞男 議員

予
算
編
成
に
当
た
ℕ
て

の
基
本
方
針
は
何
か
Ί

町
長  

平
成
22
年
度
の
歳

入
に
つ
い
て
は
、
町
税
な

ど
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
無

駄
ゼ
ロ
に
向
け
た
事
務
事
業
全

般
に
わ
た
っ
て
の
見
直
し
を
行

う
。

　
自
主
財
源
が

減
少
す
る
中
、

整
理
合
理
化
を

一
層
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
経

費
節
減
を
徹
底

す
る
。

　
重
点
施
策
と
し
て
﹁
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
﹂
、

﹁
子
ど
も
や
お
年
寄
り
に
温
か

い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
﹂、﹁
経

済
対
策
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
﹂、﹁
あ
ん
し
ん
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
﹂、﹁
町
民
一
人
一

人
が
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
﹂
の
５
項
目
を
念
頭
に
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

予
算
編
成
を
行
う
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
落
と
さ

ず
、
健
全
財
政
が
保
て
る
よ
う

な
予
算
要
求
を
行
う
よ
う
指
示

を
し
た
。

平
成
21
年
５
月
に
山
ノ

内
町
か
ら
提
供
さ
れ
た
Ὶ

町
民
の
森
の
活
用
方
法
は
Ί

町
長
　
﹁
町
民
の
森
﹂

は
、
山
ノ
内
町
が
所
有

し
て
い
る
山
林
の
一
部
を
、
玉

村
町
に
無
償
で
貸
し
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
。

　
山
で
は
山
菜
が
採
れ
る
な
ど

の
話
を
聞
い
て
い
る
。
山
は
自

然
林
で
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
。
特
に

夏
場
は
笹
竹
等
の
下
草
が
茂
る

の
で
、
管
理
や
使
用
方
法
等
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
た

い
。

り
ん
ご
狩
り
の
時

期
な
ど
に
Ὶ
町
民

ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
し
た

ら
ど
う
か
Ί

生
涯
学
習
課
長
　

検
討
し
て
み
た
い
。

新年度の予算編成方針と
町民の森の活用方法は

斉藤 嘉和 議員
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山ノ内町から提供された、玉村町民の森玉村町役場東にある、ふるハートホール
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考
え
る
が
Ί

町
長
　﹁
た
ま
む
ら
物
産

館
設
置
協
議
会
﹂
の
意

見
も
い
た
だ
い
た
中
で
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
を
、
単
に
出
入
り
口
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
発
展
の
核
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
視
野

に
入
れ
、
検
討
を
進
め
て
い

る
。

‎
物
流
総
合
効
率
化
法
‏

に
指
定
さ
れ
た
玉
村
町

内
の
２
区
域
に
つ
い
て
Ὶ
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
Ί



８

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

政治とカネの問題を
問う

笠原 則孝 議員

平
成
20
年
２
月
の
新
聞

で
は
Ὶ
給
食
費
の
収
納

率
が
県
下
で
最
下
位
だ
ℕ
た

が
Ὶ
現
状
は
Ί

町
長
　
平
成
21
年
４
月

〜
９
月
の
状
況
は
、未
納

者
１
５
４
人
、
未
納
金
額
は
１

９
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
夏

休
み
に
該
当
宅

を
訪
問
し
、
納

付

の

依

頼

を

行
っ
た
結
果
、

前
年
よ
り
改
善

さ
れ
た
。

平
成
21

年
３
月
以
前

 
過
年
度
 
の
未
納
実
態

は
Ί

町
長
　
過
年
度
未
納
者

数
は
２
６
１
人
、
未
納

金
額
は
１
４
８
３
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
る

人
も
い
る
と
思
う
Ί
慎

重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

が
Ὶ
公
正
・
公
平
性
を
考
慮
し
Ὶ

努
力
願
い
た
い
Ί

町
長
　
経
済
的
な
理
由

に
よ
る
未
納
者
に
つ
い

て
は
、
就
学
援
助
制
度
の
活
用

を
促
し
た
い
。

過
年
度
分
は
Ὶ
２
﨑
年

を
経
過
し
た
場
合
Ὶ
時

効
に
な
ℕ
て
し
ま
う
Ί
法
に
照

ら
し
Ὶ
時
効
に
な
ら
な
い
よ
う

対
処
す
る
必
要
が
あ
る
Ί

町
長
　
給
食
の
意
義
や
、

果
た
す
役
割
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
努
力
し
た

い
。

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ῴ
に

よ
る
農
薬
散
布
に
対
す

る
苦
情
が
後
を
絶
た
な
い
と
聞

く
Ί
食
品
衛
生
法
の
改
正
等
を

受
け
Ὶ
県
内
で
実
施
し
て
い
る

給食費の収納率は
　　　改善されたか

村田 安男 議員
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玉村町学校給食センター玉村町と伊勢崎市のごみ袋

町
長
就
任
以
降
の
政
治

活
動
に
お
け
る
Ὶ
政
治

活
動
等
収
支
報
告
の
状
況
は
Ί

町
長
　
後
援
会
活
動
は
、

年
１
回
程
度
の
会
報
の

発
行
の
み
で
あ
る
。
町
長
の
任

務
は
、
毎
日
が
町
民
と
の
接
触

で
あ
り
、
日
々
町
民
と
の
対
話

を
大
切
に
し
て
い
る
。議

員
や
特

別
職
が
Ὶ

今
ま
で
ど
お
り

に
安
穏
と
前
例

踏
襲
型
で
Ὶ
税

金
に
よ
ℕ
て
高

い
報
酬
を
い
た
だ
け
る
時
代
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
Ὶ
町

長
を
含
め
た
特
別
職
の
報
酬
削

減
に
つ
い
て
問
う
Ί

町
長
　
町
長
・
副
町
長
・

教
育
長
の
報
酬
に
つ
い

て
は
、
平
成
15
年
７
月
に
10
％

の
削
減
を
実
施
し
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
群
馬
県
内
町
村
長
の

報
酬
額
平
均
は
、
全
国
47
都
道

府
県
中
44
位
で
、
非
常
に
低
い

と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。

な
ぜ
Ὶ
玉
村
町
の
ご
み

袋
は
他
市
町
村
よ
り
高

い
の
か
Ί

町
長
　
玉
村
町
の
価
格

が
高
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
佐
波
・
伊
勢
崎
広
域

組
合
が
存
在
し
て
い
た
と
き

は
、
共
同
で
ご
み
袋
を
作
成
し

て
い
た
た
め
、
基
本
的
に
同
一

価
格
だ
っ
た
。
広
域
組
合
が
解

散
し
た
後
は
、
個
別
に
作
成
し

て
い
る
た
め
価
格
差
が
発
生
し

て
い
る
。

国
の
緊
急
経
済
対
策
を

受
け
Ὶ
町
と
し
て
行
う

雇
用
及
び
経
済
対
策
を
問
う
Ί

町
長
　
平
成
21
年
度
群

馬
県
緊
急
雇
用
創
出
基

金
事
業
市
町
村
補
助
金
を

活
用
し
た
事
業
と
し
て
、

臨
時
職
員
雇
用
、
児
童
館
・

保
育
所
の
交
通
整
理
・
防

犯
警
備
、
文
化
財
資
料
の

保
存
活
用
等
を
実
施
し
、

25
名
の
新
規
雇
用
を
創
出

し
た
。
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の
は
３
市
町
と
な
ℕ
て
し

ま
ℕ
た
が
Ί

町
長
　
散
布
面
積
、

使
用
農
薬
、
散
布
回

数
の
見
直
し
を
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
空
中
散
布
に

よ
る
健
康
不
安
を
抱
く
人

も
お
り
、
食
に
対
す
る
安

全
性
を
考
慮
し
、
検
討
し

た
い
。
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